
鮮明化処理 テクニカル事例

鮮明化処理パラメータ（ディフォルト値）
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画像の解像度と圧縮比
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4032×2272画素

1920×1080画素
左画像＝元画像、 右画像＝鮮明化画像

画像の明るさの違い（4032、1920＆1280、640）は、カメラ機種（イメージセンサ感度）が異なるためです。次項含む

【画像解像度】 ナチュラル画像による解像度比較

画像条件＝動画をキャプチャーし静止画変換後に鮮明化処理



鮮明化の処理解像度による比較
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1280×720画素

640×480画素 （圧縮率１００％）

解像度の違いによる鮮明化の効果に、差異は少ない。



画像圧縮比による鮮明化効果
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640×480画素 （圧縮率 ５０％）

640×480画素（圧縮率２０％）

画像の圧縮率が高くなると鮮明化の効果はあるが、ブロックノイズが目立つ。（推奨＝原画処理）


